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注意事項

地域に暮らす外国人住民と、もっとつながってみませんか？
 多文化共生の取り組みは、地域を元気にし、防災力や安全性を高め、

互いの違いを認め合えるやさしい社会をつくります。
 誰もが安心して暮らせる地域を一緒に育てませんか？
 本助成では、そんな想いを形にする活動を応援します。

所定の申請用紙（A4、１枚）に記入の上、メールで提出してください。
　件名：【地域国際交流応援助成】申請書

　宛先：info@hashimotozaidan.or.jp
申請用紙はこちらから

ダウンロードしてください

1.以下に該当する場合は助成取消として返金を求める場合があります。
助成金が助成を決定した内容以外に使用された場合
申請内容に虚偽があることが判明した場合
長期間にわたり連絡が取れず進捗等の状況が確認できない場合
助成期間終了後、半年を過ぎて有効な報告書の提出が無い場合
2.その他事務局により助成取消が相応しいと判断した場合

地域に暮らす外国人住民との共生社会を築くことは、地域の活性化、地域における防災体制の

強化と安全性の向上、そして多様な文化や価値観を認め合い、柔軟で寛容な地域社会の実現に

つながります。

こうした多文化共生の取り組みが地域社会に深く根付き、すべての住民が安心して暮らせる社

会を実現するため、その活動を支援します。

地域における外国人住民との交流や相互理解を促進し、多文化共生を具体的に醸成する活動を

対象とします。また、単なる交流に留まらず、できるだけ外国人住民が企画・運営側にも参画

するなど、対等で継続的な関係が構築できる内容を特に評価します。

地域社会で多文化共生を推進する活動を行う岡山県内の団体・グループ　20団体

（自治会・町内会、公民館などで活動している団体・グループ等）

※活動実施団体の目安: 町内会単位から小学校区、中学校区まで

20団体に達し次第、募集を終了します。

実施する催しや活動の参加者が８名以上でそのうち４分の1以上が外国人住民となるよう、具体

的な参加促進計画を盛り込んでください。また、1年間を通じて、催事や打ち合わせなど複数回

集まる機会がある計画としてください。

活動終了後、アンケート調査・インタビュー調査にご協力をお願いすることがあります。

1年間の活動費（採択されてから1年間）　上限15万円
（参加者・主催者の人件費は対象となりません。）

地域国際交流応援助成

1.申込：所定の申請用紙（A4、１枚）に記入の上、メールで提出してください。

2.選考：提出された申請書に基づき、審査委員会が審査・選考を行います。

3.採択決定・交付：採択団体へ助成金が交付されます。

4.活動実施：計画に基づき、活動を実施します。

5.活動報告の提出：活動終了後、所定の報告書（活動内容・収支）を提出し、完了します。

（未使用分については返金をお願いします。）
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スポーツ・レクリエーション

交流会

活動事例

対象となるもの 活動を行うために必要な費用

備品消耗品費 機材や備品等の購入費

印刷製本費
ポスター・パンフレット等の

コピー・印刷代など

諸謝金

講師や通訳など外部の専門家

に対する謝金

 　（個人に対する支払い）

旅費交通費

交通費、駐車場代、講師等外

部の方に対する交通費（実費）

など

通信運搬費 郵送料、宅急便代など

会議費
会場使用料、会場設営費用、

茶菓子代など

雑費
少額かつ上記経費項目に含め

ることができない諸経費

公益財団法人橋本財団

　　086-201-7157

　　info@hashimotozaidan.or.jp

記入例

月1回、多国籍の料理（ベトナ

ム、ミャンマー、日本など）を

互いに教え合い、調理・試食す

る交流会を開催。
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多文化料理交流会

年1回開催する地域のお祭りや防

災訓練などのイベントの企画・

準備・当日の運営を、外国人住

民とともに行う。
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地域のお祭り・防災イベント等の

共同企画・運営
日本の文化や地域の歴史・資源を

ともに学ぶためのバス旅行やワー

クショップを実施。
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相互理解を深める共同体験

週 1 回 、 ス ポー ツ な ど を 通 じ

て、言葉の壁を越えたコミュニ

ケーションを図る場を創出。

応募先・お問い合わせ先

2026年3月～

お気軽に
ご連絡ください

随時募集


